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医療福祉ジャーナリズム分野

ジャーナリストとしての発信力を磨こう
という人だけでなく、社会に向かって発
信したいという思いを持った方、医療や
福祉の専門職、介護職、行政、NPO関係
者らが学んでいます。

そのために必要な「伝える技術」を、ジ
ャーナリストとして活躍した教授陣が、
一人ひとりの持ち味を生かし、作品や論
文完成まで、親身に伴走します。



医療福祉ジャーナリズム

医療・福祉の情報が増す中、情報を読み解く力、伝えるため
に、必要な知識と手法を学ぶことが大切です。医療関連施
設でも大切な広報、伝える内容と技術が学べるコースです。

講師陣は、医療福祉の世界を熟知した著名なジャーナリスト。
現場を知る多彩なゲストを招いた講義やゼミは充実し、研究
の親身なサポートに加え、人脈も広がります。

修士、博士の終了者は65人に上ります。スウェーデンの専
門家、縛らない医療のカリスマ看護師、医療事故の会主催
者、各立場で社会に向けて情報を発信しています。

経験豊かな
講師陣
広い人脈

伝えるために
必要な知識、
手法を学ぶ

社会に向け
情報を発信



ジャーナリズム分野水先案内人
分野責任者・丸木一成教授 読売新聞の看板企画、8000回を超え、
今も続く「医療ルネサンス」の初代デスク、読売新聞医療情報部長など
を務める。同企画は新聞協会賞、菊池寛賞を受賞。本学では栃木本校
の医療福祉学部長など歴任。

大熊由紀子教授 朝日新聞論説委員時代、「日本の福祉を変えた」と
いわれる、『「寝たきり老人」のいる国、いない国』など多くの著書、「えに
しメール」6000通の情報発信力で、福祉と医療、現場と政策をつなぎ、
志ある人を発掘、応援し続ける、著名なジャーナリスト。

埴岡健一教授 日経ビジネス、メディカルで経済と医療を学び、東大の医
療政策人材養成講座の特任助教授、日本医療政策機構がん政策情報セン
ター長を歴任、「医療政策サミット」を立ち上げ、がん医療の質向上、均てん
化に取り組む。ビッグデータにも強く、医療政策を改善する「ロジックモデル」
の第一人者。

染谷 一教授 米ウエストヴァージニア大で修士号を取得後、読売新聞東
京本社記者。調査研究本部主任研究員、メディア局専門委員など歴任。現
在も現役記者として取材・執筆活動を継続している。専門はジャーナリズム
から見た医療社会学。近著に「ギャンブル依存 日本人はなぜ、その沼には
まり込むのか」（平凡社新書）。



INTERNATIONAL UNIVERSITY OF HEALTH AND WELFARE



少子高齢化が進む中、我が国を襲ったコロナ禍は、医療福祉の重要性

を改めて国民に示しています。医療・福祉を専門とするジャーナリストの重
要性が指摘されていますが、これまで全国の大学では養成の場はありませ
んでした。
医療福祉関連施設でも広報の重要性が高まり、そのための必要な知識・

技術は、医療福祉ジャーナリズムと共通のものが数多くあります。 こうした社
会的要請にこたえて、本大学院では2005年、医療福祉ジャーナリズムの知
識・技術を深めるコースを新設しました。

全国でも例のない「医療福祉ジャーナリズム分野」です。202３年度までに

、修士・博士の取得者は、6５人（修士5９人、博士6人）に達し、各界の一線
で活躍しています。 本分野では、新聞社で経験を積んだ、著名なジャーナ
リストが、教授として教鞭をとっています。さらに、各キャンパスで は、医療
福祉の専門大学ならではの医療福祉関連の基礎的な講義が広い分野で
行われ、他分野の教員、学生を通じて、生き た医療や福祉の知識を学ぶ
こともできます。ジャーナリズム分野の院生は、自分の興味や関心に応じて
、研究テーマを選ぶ ことができます。



取得者は 65人 （修士 59人、博士6人）

2005年開設から2023年度まで
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2024年前期 ジャーナリズム関連乃木坂スクール講義

 大熊由紀子教授 前例を超え・前例を創ったプロフェッショナルたち～私を
変えた事件・経験・思想～ （医療福祉ジャーナリズム特論）

 主なゲスト 植田耕一郎・日本大学歯学部摂食機能療法学特任教授、長野敏
宏・愛媛・御荘診療所長、高橋卓志・神宮寺前住職

 丸木一成教授 読売新聞特別講座「デジタル社会の虚実とどう向き合うか」
（医療福祉ジャーナリズム概論）

 主なゲスト 稲垣信・読売新聞社会部デスク、伊藤俊行・読売新聞編集委員
、勝股秀通・日本大学危機管理学部教授、

 埴岡健一教授 新しい医療計画/がん計画等の“質の格差”を点検する～
「ロジックモデルの活用」の視点から（地域医療福祉ジャーナリズム特論）
 主なゲスト 佐々木孝治・厚労省地域医療計画課長、米原あき・東洋大学社
会学部教授、江上雄大・長野県健康福祉部医療政策課



2023年度 修士論文一覧
 コロナ禍において臨床試験・臨床研究はどう報道されたか？

新聞記事の内容分析からの考察
高橋 祐美子さん

 精神病床を有する病院に入院している認知症のある人の身体拘
束を減少させる ～地域差の要因を明らかにし考察する～

松田 清人さん
 母子健康手帳を使用する際に外国籍妊産婦が抱える課題の考察

～首都圏の事例を用いて～ 速水 沙恵さん



2021年度 博士・修士論文

◆岩田 真弓さん（博士）

博論のタイトルは「ナラティブからみるオース
トラリアで働く日本人看護師の経験～柔軟な文化
や組織・教育の視点を探る」。オーストラリアの
看護師経験17年を生かし、文化背景の異なる患
者の看護に必要なことを、国際化の進む日本の現
場への提言

◆伊藤 かおるさん（修士）

2004年、当時5歳の次男を悪性脳腫瘍で亡く
した。当時の日記をもとに、闘病記を書くだけで
なく、16年後に闘病記を書く意味を、悲しみと
向き合いながら考察した、労作だ。病児や家族の
心理的苦痛を軽減するための素材の提供との思い
から始めた考察は、体験者ならでは指摘も多く、
リエゾンナースが生活カンファレンスを開催、チ
ームで支える提案もしている。



2020年度 修士・博士論文

◆永野 富美子さん（修士）
認知症になっても希望を持って日常生活を過ご

せる社会の実現を目指す挑戦

◆平岩 千代子さん（修士）
認知症当事者の主権回復院に挑んだ3人の看護師

◆藤村 忍さん（修士）
認知症の人が「地域で暮らすことが困難」と判

断される要因とその構造的課題

認知症が共通したことから、指導教官の大熊由紀子
教授を交えた「課題研究を書き終えたいま～認知症
のある人をめぐって～」の座談会を巻頭に、修士作
品に発表スライドを加えた「課題研究作品集」を
21年3月出版した。





鈴木隆子さん（修士 2018年）
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